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教育観を生かした学校づくり

思いを「見える化』し「共有」するための実践

鈴木拓史

Managing School through Effective Use ofTeachers' Pedagogical Views : 

A Practical Study of Teaching Community with a Focus on Belief 

Visualization and Sharing 

Takushi SUZUKI 

1 問題の所在

学校をとりまく状況は、社会の急激な変化、グローパル化や情報化に伴い、多様化・複雑化し

ている。こうした課題に向き合うため、学校の教育力・組織力を、より効果的に高めていくこと

がこれからの時代には不可欠である。平成 23年 1月、中央教育審議会・教員の資質能力向上特別

部会「審議経過報告」では、これからの学校には「チームで対応するカ」が求められるとされ、

学校外部の資源も活用したいわゆる「チーム学校」と言われる学校組織運営の方向性が示された。

学校外の資源を活用した「チーム学校」が成立する前提には、学校の教職員集団が組織として動

き、その組織力を向上していくための方策を検討することが必要である。しかしながら、現在の

学校教育現場には、学校組織の特性である「個業化」の問題、教員の多忙化、教員の年齢構成な

ど、学校が組織として成立することを阻害する要因が存在している。これらの要因が重なって、

各年代の教員が交流してお互いを高め合うような時間も場も減少している現状がある。かつての

教育現場にあった、日常的にお互いの教育観や思いを語り合い、共有して教育活動に向かってい

た時間と揚が失われているのである。今後、多様化・複雑化した教育課題を解決するためには、

一人一人の教員の教育観や思いを共有するという、教育観を生かした学校づくりが求められる。

2 研究の目的

本研究の目的は、教員一人一人が持っている教育観や思いを「見える化」し「共有」するため

の実践を通して、内発的動機づけとチームの一体感を促す学校組織運営アプローチの根源的な考

え方を提案するものである。これまで、学校における組織力向上や教員の資質能力向上のための

研修の在り方や具体的な手法についての先行研究はいくつか見られるが、 「教育観」に焦点をあ

てて学校組織運営について論じた研究は管見のかぎりではない。学校教育活動のベースになって

いる教育観を「見える化」し「共有」するという基本的な考え方から、全ての学校組織において

有効だと思われる根源的な考え方と手法を提案することを本研究では試みる。

3 教育観について

「観」の意味は、大辞林によると、「接尾語的に用いて、・・に対する考え方・見方などの意を表

す」とされている。本稿では「教育観」の定義を「教育に対する考え方・見方」と定義する。子

ども観や学力観、生徒指導観等、様々な教育に関する「観」を含めたもの、教員が行為の源とし

ている「考え方・見方」、教員が大切にしているものを総称して「教育観」とする。
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8 本研究のまとめと展望

( 1 )本研究のまとめ

本研究の実践を通じて、自律性の支援をベースにした学校組織環境における教員一人一人の思

いを「見える化」し「共有』する取り組みが、教員の内発的動機づけを高め、自己の発達が促進

されることが明らかになった。またそれにより、教員が創造的、自発的、自律的に行動するよう

になり、満足とやる気が高まり、教育活動の成果が上がることも示唆された。

( 2)本研究の課題と展望

教育観を生かした学校づくりにより、内発的動機づけにより動く学校、チームとして一体感の

ある学校、省察し変わろうとする学校、繋がろうとする学校、学び続けようとする学校という、

理想の学校組織運営に繋がることが期待される。以下に本研究の課題と展望をまとめる。

①「教育観を生かした学校づくり」の連鎖

教育観を生かした学校づくり実現のためには、教育現場において上の立場に立つ人がその重要

性を理解して、教員集団の自律性を支援する体制づくりをすることが必要であり、今後、いかに

本研究の考え方と手法を広く学校教育現場に広げていくかが課題である。教育観を生かした学校

づくりを、個々の教員が大切にして推進するだけでなく、学校組織として大切にして推進する、

市町教育委員会として大切にして推進するという発展に繋げることが、自律性を支援する組織構

造の連鎖に繋がり、地域全体の教育力が向上することにも繋がると考える。

②多忙化・多忙感を乗り越える

教育観を生かした学校づくりを実践する際に弊害となるのが、教員の多忙化・多忙感の問題で

ある。本研究の提案が、多忙化・多忙感を乗り越えて、多忙感を充実感に転換する提案であるこ

とを広く実感できるようにすることが課題である。そのためには、まずできることから思いの「見

える化」と「共有」を実践していくことが有効である。その小さな積み重ねにより、教育観を生

かした学校づくりの理念が浸透し、創造的、自発的、自律的な実践として動き始めるようになる

ことが重要である。

③学校に携わる全ての人が幸せになる実践に

「教育観を生かした学校づくり」という本研究の最終的な目的は、学校組織や教員が内発的動

機づけによって満足とやる気を高めるということにとどまらず、その結果、学校が子どもたちに

とってより良い教育環境となり、学校組織も教員も子どもも親も地域の人々も含め、学校に携わ

る全ての人が幸せになるための実践となることを目的としている。本研究が、学校に携わる全て

の人を幸せにするような学校づくり実現への一助となることを期待する。
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